
ＳＲＣのための調査活用セミナー
●開催日：2025年6月16日（月）

●会 場：エル・大阪（大阪市北区）

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

  研究員 向井 有理子

この度は「SRCのための調査活用セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後に参加者の皆様にご記入いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者：9人 回答者数：9人）

講師のレクチャーは
わかりやすかったですか？

今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

セミナー全体として満足
されましたか？

今後同様のセミナーがあれば、
他の組合員（役員）も参加させ
たいですか？

SRC研修コース 

～開催結果のご報告～

株式会社 応用社会心理学研究所
（事務局：末田、藤原）                                

〒540-0031
大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル５F

Tel：06-6941-2171 Fax：06-6941-2081  

【事務局より】 今回のセミナーは、7組織９名の方にご参加いただきました。意識調
査の設計から結果の解釈まで、グループワークを交えて様々な気づきを得ていただ
いたようです。本セミナーは単組単位での開催も可能です。支部役員の皆さんのア
ンケート活用スキル向上など、様々なご要望に対応いたしますので、お気軽にご相
談ください、。なお、秋冬シーズンの公開セミナーの日程が決まりました。自組織の役
員の方々や、友好労組の皆さまに、お勧めいただけると幸いです。

•今後の活動でアンケート調査を行うことがあり、設問や選択肢を考え

る際、本日学んだことが非常に役立つと思い良い機会になりました。

•普段、何気なく作っていた設問の１つ１つの意義を考え、取り組ん

でいこうと思いました。

•自分達でアンケートを実施する際にどのような視点で項目を考えたら

いいかなど、考えることができた。

•アンケートを活用する際にポイントを抑えて調査ができると感じまし

た。結果がアクションへ結びつける注意点など勉強になりました。

•データを回収するのではなく「仮説やモデルの検討」が重要である

というのは組合活動のみならず、何事に言えることだと感じました。

•調査は仮説の検証のために実施するという点、非常に納得しました。

• 2025年からONION2の調査を実施するため、理解できないところが

クリアになりました。

•今回のセミナーを基に内部で何ができるかアクションを考えようと

思います。

•アクションの大切さに改めて気づきました。

•他労組の組合従事歴の長い方々と意見交換ができて大変良い経験をさ

せていただけました。

•仮説立てするセミナーなどあればよいと思いました

その他にも様々なご意見をいただきました。ありがとうございました。

■アンケート集計 ■感想コメント（気づき・ご意見など）

申込フォーム

申込フォーム https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728186bDoRajIK

【ON・I・ON2入門セミナー】

10/9（木）・11/5（水）

【ＳＲＣのための調査活用セミナー】

10/21（火）・11/13（木）

SRC研修
コース

秋冬シーズン開催決定！

10月は東京、11月はWeb開催

申込QR

当日の様子

https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728184YtSRGGFT
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